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日
本
経
済
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と

日
銀
の
金
融
緩
和

政
策
で
回
復
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
急

速
な
円
安
と
急
速

な
株
価
の
上
昇
は

外
国
資
本
（
フ
ァ

ン
ド
）
の
流
入
に
よ
る
一
時
的

な
も
の
で
す
が
、
こ
れ
が
実
体

経
済
の
回
復
に
繋
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
た
日
本
が
T
P
P

（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
）
に
参
加
す
る
と
な

る
と
、
各
国
間
の
関
税
が
撤
廃

や
軽
減
さ
れ
る
た
め
、
輸
出
大

国
で
あ
る
日
本
の
経
済
は
さ
ら

に
上
向
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
T
P
P
は
競
争
力
の
あ
る

大
企
業
に
と
っ
て
有
利
に
働
き

ま
す
。
し
か
し
農
業
や
医
業
に

お
い
て
も
外
国
企
業
と
の
競
争

原
理
が
例
外
な
く
働
く
こ
と

と
な
り
、
農
業
で
あ
れ
ば
食

の
安
全
や
食
料
自
給
率
の
低

下
、
ま
た
医
療
に
お
い
て
は

皆
保
険
制
度
崩
壊
に
よ
る
医

療
格
差
の
問
題
な
ど
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
公
的

医
療
保
険
制
度
が
崩
壊
す
れ

ば
多
く
の
医
療
難
民
を
生
み

出
し
、
基
本
的
な
人
権
で
あ

る
生
命
の
営
み
を
揺
る
が
し

か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
社
会
保
障
制
度

改
革
に
つ
い
て
も
動
向
を
慎
重

に
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。（
Ｅ
）

パノラマ

　

五
月
三
十
一
日（
金
）
午
後

七
時
三
〇
分
よ
り
大
阪
東
急
イ

ン
に
於
い
て
社
団
法
人
大
阪
北

区
歯
科
医
師
会
平
成
二
五
年
度

第
一
回
総
会
（
通
常
）
が
開
催

さ
れ
た
。

　

高
麗
誠
紀
会
長
が
仮
議
長
を

務
め
開
会
宣
言
を
行
っ
た
。
次

に
点
呼
が
行
わ
れ
、
現
在
の
会

員
数
一
八
四
名
、
定
款
三
九
条

に
よ
る
総
会
定
足
数
九
二
名
、

本
日
の
出
席
者
五
〇
名
、
書
面

表
決
者
四
七
名
、
委
任
状
提
出

者
十
一
名
、
合
計
一
〇
八
名
で

総
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
長
、副
議
長
選
出
は
高
麗

仮
議
長
一
任
と
の
提
案
が
あ
り
、

石
崎
好
洋
議
長
、戎
文
彦
副
議

長
が
選
出
さ
れ
、議
事
録
署
名
人

に
十
一
班
天
羽
隆
先
生
、十
一
班
清

光
義
隆
先
生
が
指
名
さ
れ
た
。

　

続
い
て
高
麗
会
長
が
挨
拶
し

「
当
会
は
今
年
十
一
月
の
法
人

移
行
申
請
の
期
限
に
向
け
準
備

を
進
め
、
二
五
年
四
月
に
新
法

人
発
足
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

本
総
会
に
上
程
し
て
い
る
昨
年

度
の
決
算
で
お
分
か
り
の
よ
う

に
、
当
会
の
公
益
目
的
財
産
に

相
当
す
る
内
部
留
保
さ
れ
て
い

る
遊
休
財
産
額
を
順
調
に
減
ら

す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
年
会
費
を
徴
収
せ
ず
、

従
来
の
入
会
金
特
別
会
計
を
切

り
崩
し
て
会
務
を
執
行
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
入
会
金

特
別
会
計
は
本
来
、
当
会
の
財

産
で
あ
る
事
務
所
の
改
装
、
改

築
ま
た
は
移
転
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。ま
た
、当
然
の
事
な
が
ら
、

先
人
達
の
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
新
法
人
移
行
後
の
来

年
四
月
か
ら
は
切
り
崩
し
た
会

計
分
を
上
乗
せ
し
た
年
会
費
の

徴
収
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
十

分
な
ご
理
解
を
得
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
第
三
次
高
麗
執
行
部

役
員
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

報
告
事
項
の
最
初
に
物
故
会

員
お
よ
び
物
故
会
員
家
族
に
対

し
弔
慰
黙
祷
が
行
わ
れ
、
平
成

二
四
年
度
会
務
報
告
が
佐
々
木

裕
専
務
理
事
よ
り
な
さ
れ
た
。

続
い
て
府
歯
代
議
員
会
報
告
が
、

天
羽
隆
代
議
員
よ
り
な
さ
れ
た
。

報
告
事
項
の
最
後
に
班
長
、
部

員
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
に
移
り
、
第
一
号
議
案

平
成
二
四
年
度
収
支
決
算
が
三

輪
佳
子
常
務
理
事
よ
り
説
明
さ

れ
、
大
浦
寿
哉
監
事
に
よ
る
会

計
監
査
報
告
の
後
、
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

協
議
に
移
り
新
法
人
移
行
の

進
捗
状
況
及
び
移
行
後
の
年
会

費
の
徴
収
に
つ
い
て
佐
々
木
専

務
理
事
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

次
に
渡
辺
道
雄
前
副
議
長
に

前
執
行
部
役
員
等
の
代
表
と
し

て
感
謝
状
が
高
麗
会
長
よ
り
贈

呈
さ
れ
た
。

　

最
後
に
大
塚
俊
裕
副
会
長
の

閉
会
の
こ
と
ば
、
石
崎
議
長
に

よ
る
閉
会
宣
言
に
よ
り
閉
会
と

な
っ
た
。

　

支
部
総
会
終
了
後
、
大
阪
府

歯
科
医
師
会
国
保
組
合
北
区
北

支
部
総
会
が
開
か
れ
、
阪
本
光

伸
支
部
長
よ
り
会
務
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、
大
阪
府
歯
科
医
師

連
盟
北
区
北
支
部
総
会
が
開
か

れ
、
戎
文
彦
支
部
長
よ
り
会
務

報
告
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
度

　

第
一
回
総
会（
通
常
）
H25.5.31
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一
九
六
〇
年
ご
ろ
、齲
蝕
が
社

会
問
題
と
な
り
始
め
、歯
科
医

療
の
充
実
が
叫
ば
れ
始
め
た
。当

時
は
、歯
科
医
師
を
養
成
す
る

学
校
は
、東
京
歯
科
大
学
、日
本

歯
科
大
学
、日
本
大
学
、大
阪
歯

科
大
学
、九
州
歯
科
大
学
、大
阪

大
学
の
七
校
し
か
な
く
、国
は
歯

科
大
学
の
新
設
を
推
進
し
始
め

た
。一
九
六
五
年
ま
で
に
新
た
に

六
校
に
歯
学
部
が
設
置
さ
れ
、そ

の
後
、一
九
八
〇
年
代
前
半
に
は
、

一
六
校
に
歯
学
部
が
新
設
・
増
設

さ
れ
、現
在
、国
立
大
学
十
一
校
、

公
立
大
学
一
校
、私
立
大
学
一
七
校
、

合
計
二
九
校
あ
る
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

平
成
二
四
年
度
、医
科
の
あ
ら

ゆ
る
診
療
科
す
べ
て
の
医
師
を
養

成
す
る
医
学
部
定
員
は
、文
科
省

の
増
員
計
画
が
開
始
さ
れ
る
中
で

八
、九
九
一
名
、一
方
、歯
科
で
は
私

立
歯
科
大
学
の
四
割
が
定
員
割

れ
の
現
状
の
中
で
も
、入
学
者
数

は
二
、三
〇
六
名
で
あ
る
こ
と
か

ら
も
歯
科
医
師
の
供
給
が
過
剰

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

国
策
と
し
て
は
、入
学
定
員
の

削
減
や
国
家
試
験
の
合
格
基
準

の
引
き
上
げ
、試
験
の
難
易
度
を

上
げ
て
合
格
者
数
を
減
ら
そ
う

と
し
て
い
る
が
、平
成
二
十
二
年

度
調
査
で
は
、初
め
て
歯
科
医
師

数
が
一
〇
万
人
を
突
破
し
、急
速

な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。そ

の
た
め
、受
診
患
者
数
の
減
少
・

保
険
平
均
点
数
の
下
降
な
ど
の

影
響
を
受
け
て
、経
営
状
態
が
年
々

悪
化
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
全
国
的
に
歯
科

医
師
間
で
の
競
争
の
激
化
、日
曜

診
療
や
深
夜
診
療
等
を
行
う
歯

科
医
院
が
増
加
し
て
い
る
。大
阪

北
区
歯
科
医
師
会
の
区
域
内
で
も
、

こ
の
よ
う
な
歯
科
を
取
り
巻
く

環
境
の
中
で
の
入
会
金
の
支
払
い

は
困
難
と
の
理
由
で
、未
入
会
で

開
業
す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
憂
慮
す
べ
き
現
実
で
あ
る
。

　

当
会
で
は
、こ
う
し
た
歯
科

医
師
過
剰
問
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、日
歯
、府
歯
と
連
携
し
、地

域
医
療
推
進
に
貢
献
し
つ
つ
、会

員
の
研
鑽
の
た
め
に
様
々
な
講

習
会
を
開
催
、未
入
会
者
を
な

く
す
た
め
の
様
々
な
シ
ス
テ
ム
改

造
を
検
討
し
、全
員
一
丸
と
な
っ

て
歯
科
界
の
危
機
に
立
ち
向
か

お
う
と
し
て
い
る
。

ほ　く　し （２）第２０５号

歯
科
医
師
過
剰
問
題

 
 
 
 
 
 
 

副
会
長 

大
塚
俊
裕

論説

　

六
月
一
五
日（
土
）
の
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
大
阪
駅
前
第

三
ビ
ル
三
十
三
階
の
「
河
久
」

に
て
、
み
お
つ
く
し
の
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
天
気
が
す
ぐ
れ
ず
、

雨
が
強
く
降
る
中
、
十
一
名
も

の
先
生
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

高
麗
会
長
の
ご
挨
拶
、
佐
々

木
専
務
の
会
務
報
告
に
続
き

ま
し
て
、
大
塚
禮
三
先
生
に

よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
、
み
お

つ
く
し
の
会
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
先
生
方
の
近
況

報
告
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く

の
貴
重
で
参
考
に
な
る
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
は
野
口

副
会
長
の
挨
拶
で
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
な
お
、
会
に
は

ご
欠
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

安
田
昭
二
先
生
が
め
で
た
く
八

〇
歳
に
な
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝

い
と
し
て
記
念
品
を
お
送
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
出
席
の
先
生
方
は
大
塚
禮

三
先
生
、
猪
木
一
成
先
生
、
坂

口
喜
史
夫
先
生
、
加
納
晴
彦
先

生
、
緒
方
満
先
生
、
黒
川
森
夫

先
生
、
大
西
馨
先
生
、
坪
井
康

修
先
生
、
橋
本
收
先
生
、
槇
野

明
弘
先
生
、
中
谷
勝
先
生
で
し

た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
執
行
部
出
務
者
）
高
麗
会
長
、

野
口
副
会
長
、
佐
々
木
専
務
、

土
岐
理
事
、
洪
里
部
員
、
吉　

部
員

（
担
当
理
事
・
土
岐
一
仁
記
）

□HP
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み
お
つ
く
し
の
会

　

一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
認

可
の
申
請
に
つ
い
て
、
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。
現
在
は
十
一
月

に
申
請
を
行
う
た
め
の
書
類
を

作
成
し
て
お
り
ま
す
。
中
心
と

な
る
移
行
申
請
書
の
中
身
に
つ

い
て
は
、
顧
問
と
相
談
し
な
が

ら
大
阪
府
医
療
看
護
課
と
の
間

で
内
容
に
つ
い
て
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
主
に
、
継
続
事
業
の
公

益
性
に
つ
い
て
判
断
を
仰
ぎ
、

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
従
っ
て
、
財
務
の
数
字
を
落

と
し
込
ん
で
い
ま
す
。
以
前
よ

り
、
府
か
ら
余
剰
金
の
額
、
収

入
、
事
業
の
た
め
の
支
出
の
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
回
も
、
今
後
の

安
定
し
た
公
益
事
業
の
実
施
の

た
め
、
来
年
以
降
の
安
定
し
た

収
入
を
確
保
す
べ
き
で
あ
ろ
う

と
顧
問
と
も
確
認
し
て
い
ま
す
。

先
日
の
総
会
で
は
、
協
議
事
項

と
し
て
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
事
務
所
の
維
持
管

理
と
事
業
の
安
定
を
考
え
る
と
、

現
在
減
額
中
で
あ
る
年
会
費
を
、

改
め
て
設
定
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
額
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模

に
対
し
て
、
多
く
も
少
な
く
も

な
い
額
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考

え
ま
す
。
未
入
会
問
題
の
対
策

と
し
て
、
今
後
、
入
会
金
の
額

も
相
当
少
な
く
な
る
事
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
事
務
所
維
持
の

た
め
に
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
も
の
は
、
何
ら
か
の

補
填
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
も
考

え
て
お
り
ま
す
。
上
記
の
こ
と

を
踏
ま
え
、
新
定
款
に
沿
っ
た

各
規
定
の
整
備
も
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
お
り
ま
す
。
近
い
う
ち
に
、

班
会
な
ど
で
、
詳
し
く
ご
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

移
行
認
可
申
請
報
告

 
 
 
 
 
　
　
　

専
務
理
事 

佐
々
木

裕

　

梅
雨
も
明
け
本
格
的
に
暑
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
体

に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ

い
ま
せ
。　
　
 

（
広
報
部
）

編
集
後
記

訃　

報

池畑　勝 先生（班外）

平
成
二
五
年
五
月
二
六
日
死
去

　

御
略
歴

昭
和
二
〇
年
一
〇
月
七
日
生

昭
和
四
五
年
三
月

大
阪
歯
科
大
学
卒
業

昭
和
四
八
年
十
一
月

北
区
曽
根
崎
新
地
一
ー
三
ー
一
六

京
富
ビ
ル
に
て
開
業
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